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第一部 【企業情報】

 

第1 【企業の概況】

 

1 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第153期
第3四半期
連結累計期間

第154期
第3四半期
連結累計期間

第153期

会計期間
自 平成27年 4月 1日
至 平成27年12月31日

自 平成28年 4月 1日
至 平成28年12月31日

自 平成27年4月 1日
至 平成28年3月31日

営業収益 (千円) 7,662,404 7,584,664 10,264,663

経常利益 (千円) 938,877 733,296 1,202,042

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 591,460 459,383 702,726

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 709,102 299,967 620,488

純資産額 (千円) 10,426,354 10,533,399 10,338,547

総資産額 (千円) 20,722,941 24,719,879 20,502,082

1株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 37.27 28.92 44.27

潜在株式調整後1株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 37.22 28.78 44.21

自己資本比率 (％) 50.3 42.4 50.4
 

　

回次
第153期
第3四半期
連結会計期間

第154期
第3四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成27年10月 1日
至 平成27年12月31日

自 平成28年10月 1日
至 平成28年12月31日

1株当たり四半期純利益金額 (円) 11.24 11.81
 

(注) 1．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

2．営業収益には、消費税等は含まれておりません。

 

2 【事業の内容】

当第3四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第2 【事業の状況】

 

1 【事業等のリスク】

当第3四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

 

2 【経営上の重要な契約等】

当第3四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

3 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　

（1）経営成績の分析

　

　当第3四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国経済の減速懸念や英国のＥＵ離脱問題、米国の大統領選挙など

による為替の乱高下で経済・金融市場が混乱し、企業業績の先行きに不透明感が強まる状況で推移しました。

　このような情勢のもと、当社グループは高品質の物流サービスの提供による顧客満足度の向上と、業務のより一層の

効率化を目指してまいりました。大阪市港区の当社大阪港営業所の新倉庫の建替え工事は平成28年7月に完了し、稼働を

開始いたしました。

　当第3四半期連結累計期間における当社グループの営業収益は、75億8千4百万円となり、前年同四半期に比べ7千7百万

円（1.0％）の減収となりました。営業原価は62億3百万円となり、前年同四半期に比べ1千5百万円（0.3％）増加し、販

売費及び一般管理費は5億9千5百万円となり、前年同四半期に比べ8千9百万円（17.8％）増加しました。この結果、営業

利益は7億8千5百万円となり、前年同四半期に比べ1億8千3百万円（18.9％）の減益となりました。営業外費用で支払利

息が増加したことなどにより、経常利益は7億3千3百万円となり、前年同四半期に比べ2億5百万円（21.9％）の減益とな

りました。特別利益に投資有価証券売却益を1億1千3百万円計上し、特別損失に倉庫建替えに係る固定資産処分損等を1

億3千2百万円計上しましたので、親会社株主に帰属する四半期純利益は4億5千9百万円となり、前年同四半期に比べ1億3

千2百万円（22.3％）の減益となりました。

　

セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

 

 (物流事業)

　当第3四半期連結累計期間は、関西地区において機械消耗品の配送拠点の新設やその他新規顧客の業務開始などがあ

り、また米・生鮮野菜等の取扱が増加しました。しかし、電気製品、食料品等の取扱が低調で、前年同四半期に比べ保

管料収入、運送料収入が増加したものの、荷役荷捌料収入が減少しました。この結果、外部顧客に対する営業収益は63

億9千7百万円となり、前年同四半期に比べ7千5百万円（1.2％）の減収となりました。費用面では修繕費や燃料油脂費、

動力光熱費等の費用が減少しましたが、減価償却費、人件費等が増加し、セグメント利益は3億1千万円となり、前年同

四半期に比べ１億5千4百万円（33.2％）の減益となりました。

 

(不動産事業）

　平成27年8月に竣工した大阪市港区の賃貸物件が通期で寄与しましたが、一部の物件での賃貸料値下げや賃貸駐車場の

解約などによる減収の影響もあって、外部顧客に対する営業収益は9億6千1百万円となり、前年同四半期に比べ1千8百万

円（1.9％）の減収となりました。しかし、費用面で修繕費等が減少しましたので、セグメント利益は7億9千4百万円と

なり、前年同四半期に比べ9百万円（1.3％）の増益となりました。
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(その他の事業）

　ゴルフ練習場の入場者数はほぼ前期並みでしたが、客単価は減少し営業収益が1億6千5百万円となり、前年同四半期に

比べ減収となりましたが、修繕費、動力光熱費、減価償却費等が減少し、前年同四半期に比べ増益となりました。

　売電事業は、新規設備の稼働により営業収益が5千8百万円となり、前年同四半期に比べ増益となりました。

　以上により、その他の事業の外部顧客に対する営業収益は2億2千5百万円となり、前年同四半期に比べ1千6百万円

（7.9％）の増収となりました。セグメント利益は6千1百万円となり、前年同四半期に比べ1千6百万円（37.0%）の増益

となりました。

 
（2）財政状態の分析

　当第3四半期連結会計期間末の資産合計は、前連結会計年度末に比べ42億1千7百万円増加し、247億1千9百万円となり

ました。これは、当社大阪港営業所の新倉庫の建替え工事により、固定資産の建物及び構築物等が増加したことなどに

よります。負債合計は、前連結会計年度末に比べ40億2千2百万円増加し、141億8千6百万円となりました。これは、建替

え工事の資金調達により固定負債の長期借入金が増加したことなどによります。純資産合計は、前連結会計年度末に比

べ１億9千4百万円増加し、105億3千3百万円となりました。これは、株主資本の利益剰余金が増加したことなどによりま

す。

 
（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第3四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生

じた課題はありません。

 

（4）研究開発活動

該当事項はありません。

 

（5）主要な設備

前連結会計年度末に計画中であった設備計画のうち、当第3四半期連結累計期間に完了したものは以下のとおりであ

ります。

会社名
事業所名
（所在地）

セグメントの名称 設備の内容
投資額
(百万円)

完工年月

提出会社
大阪港営業所
(大阪市港区)

物流事業 倉庫設備 4,682 平成28年7月

 

（注）上記の金額に消費税等は含まれておりません。
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第3 【提出会社の状況】

 

1 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 29,835,000

計 29,835,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第3四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成28年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成29年2月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 15,955,010 15,955,010
東京証券取引所
（市場第二部）

権利内容に何ら限定のない
当社における標準となる株式
単元株式数1,000株

計 15,955,010 15,955,010 ― ―
 

(注)　提出日現在発行数には、平成29年2月1日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成28年12月31日 ― 15,955,010 ― 2,551,755 ― 646,954
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第3四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第3四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載することが

できませんので、直前の基準日である平成28年9月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成28年9月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式 65,000
 

― ―

(相互保有株式)
普通株式 14,000
 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

15,763,000
15,763 ―

単元未満株式
普通株式  
 

113,010
― ―

発行済株式総数 15,955,010 ― ―

総株主の議決権 ― 15,763 ―
 

(注)　単元未満株式数には近畿港運株式会社所有の相互保有株式300株及び自己保有株式745株が含まれておりま

す。　

 

② 【自己株式等】

平成28年9月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
㈱杉村倉庫

大阪市港区福崎1－1－57 65,000 ― 65,000 0.41

(相互保有株式)
近畿港運㈱

大阪市港区築港4－1－6 14,000 ― 14,000 0.09

計 ― 79,000 ― 79,000 0.50
 

　

2 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第4 【経理の状況】

 

1．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

2．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第3四半期連結会計期間(平成28年10月1日から平成28年

12月31日まで)及び第3四半期連結累計期間(平成28年4月1日から平成28年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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1 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,456,289 2,534,994

  受取手形及び売掛金 1,101,888 992,377

  リース投資資産（純額） 2,379,421 2,365,638

  有価証券 939,831 -

  繰延税金資産 57,258 24,521

  未収消費税等 4,056 329,626

  未収還付法人税等 - 144,070

  その他 56,586 98,930

  貸倒引当金 △4,055 △4,073

  流動資産合計 5,991,277 6,486,084

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 5,179,352 9,254,833

   機械装置及び運搬具（純額） 538,760 763,921

   工具、器具及び備品（純額） 100,575 168,255

   土地 4,821,971 4,821,971

   リース資産（純額） 37,148 30,809

   建設仮勘定 384,414 49,410

   有形固定資産合計 11,062,224 15,089,201

  無形固定資産   

   借地権 295,290 295,290

   その他 29,153 27,194

   無形固定資産合計 324,443 322,484

  投資その他の資産   

   投資有価証券 2,743,182 2,459,122

   繰延税金資産 125,410 128,245

   その他 276,932 256,128

   貸倒引当金 △21,387 △21,387

   投資その他の資産合計 3,124,138 2,822,109

  固定資産合計 14,510,805 18,233,795

 資産合計 20,502,082 24,719,879
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 393,409 312,959

  1年内償還予定の社債 200,000 -

  1年内返済予定の長期借入金 1,322,168 1,489,312

  未払金 34,954 122,432

  リース債務 9,129 9,129

  未払法人税等 380,979 2,466

  未払消費税等 40,341 36,692

  繰延税金負債 - 41,535

  賞与引当金 163,136 81,536

  未払費用 217,021 279,231

  その他 115,916 151,265

  流動負債合計 2,877,056 2,526,560

 固定負債   

  長期借入金 5,730,416 10,071,814

  長期預り金 242,862 241,854

  リース債務 30,991 24,144

  繰延税金負債 313,022 369,746

  役員退職慰労引当金 110,358 123,825

  厚生年金基金解散損失引当金 71,770 71,770

  退職給付に係る負債 753,779 718,684

  資産除去債務 33,278 33,599

  その他 - 4,480

  固定負債合計 7,286,478 11,659,919

 負債合計 10,163,535 14,186,479

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,551,755 2,551,755

  資本剰余金 2,326,703 2,326,703

  利益剰余金 4,491,713 4,816,037

  自己株式 △18,960 △19,211

  株主資本合計 9,351,211 9,675,284

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 1,019,696 853,232

  退職給付に係る調整累計額 △42,333 △35,284

  その他の包括利益累計額合計 977,363 817,947

 新株予約権 9,972 40,167

 純資産合計 10,338,547 10,533,399

負債純資産合計 20,502,082 24,719,879
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第3四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

営業収益 7,662,404 7,584,664

営業原価 6,187,279 6,203,154

営業総利益 1,475,125 1,381,510

販売費及び一般管理費   

 給料及び手当 292,398 334,981

 その他 213,264 260,680

 販売費及び一般管理費合計 505,663 595,662

営業利益 969,462 785,847

営業外収益   

 受取利息 1,713 52

 受取配当金 41,704 41,131

 社宅使用料 17,007 17,513

 その他 24,425 16,144

 営業外収益合計 84,850 74,842

営業外費用   

 支払利息 79,465 94,154

 持分法による投資損失 10,761 7,382

 その他 25,207 25,857

 営業外費用合計 115,434 127,394

経常利益 938,877 733,296

特別利益   

 投資有価証券売却益 - 113,400

 新株予約権戻入益 3,180 -

 特別利益合計 3,180 113,400

特別損失   

 ゴルフ会員権売却損 2,570 -

 ゴルフ会員権評価損 6,650 -

 固定資産処分損 39,545 132,093

 特別損失合計 48,765 132,093

税金等調整前四半期純利益 893,292 714,604

法人税、住民税及び事業税 290,606 68,567

法人税等調整額 11,225 186,653

法人税等合計 301,832 255,220

四半期純利益 591,460 459,383

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 591,460 459,383
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【四半期連結包括利益計算書】

【第3四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 591,460 459,383

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 115,025 △166,429

 退職給付に係る調整額 2,643 7,048

 持分法適用会社に対する持分相当額 △26 △35

 その他の包括利益合計 117,642 △159,415

四半期包括利益 709,102 299,967

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 709,102 299,967

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

　該当事項はありません。

　

(会計方針の変更等)

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号　平成28年6月17日）を第1四半期連結会計期間に適用し、平成28年4月1日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

この結果、当第3四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ32,693千

円増加しております。

 

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

　該当事項はありません。

　

(追加情報)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第3四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第3四半期

連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第3四半期連結累計期間
(自 平成27年 4月 1日
至 平成27年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
 (自　平成28年 4月 1日
 至 平成28年12月31日)

減価償却費 443,241千円 590,692千円
 

 
(株主資本等関係)

前第3四半期連結累計期間(自 平成27年4月1日 至 平成27年12月31日)

1．配当金支払額

 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成27年6月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 47,571 3 平成27年3月31日 平成27年6月29日

平成27年10月30日
取締役会

普通株式 利益剰余金 47,669 3 平成27年9月30日 平成27年12月2日
 

　

2．基準日が当第3四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第3四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

 

3．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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当第3四半期連結累計期間(自 平成28年4月1日 至 平成28年12月31日)

1．配当金支払額

 

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成28年6月29日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 87,390 5.50 平成28年3月31日 平成28年6月30日

平成28年10月28日
取締役会

普通株式 利益剰余金 47,667 3.00 平成28年9月30日 平成28年12月2日
 

　

2．基準日が当第3四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第3四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

 

3．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第3四半期連結累計期間(自 平成27年4月1日 至 平成27年12月31日)

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
(注)1

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)2

物流事業 不動産事業
その他の
事業

計

営 業 収 益       

外部顧客に対する営業
収益

6,473,631 979,737 209,035 7,662,404 ― 7,662,404

セグメント間の内部営
業収益又は振替高

22,680 127,652 32,400 182,732 △182,732 ―

計 6,496,311 1,107,390 241,435 7,845,137 △182,732 7,662,404

セグメント利益 464,814 784,250 44,736 1,293,800 △324,338 969,462
 

(注)1 調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額324,338千円は、各報告セグメントに配分されていない全社費用であります。全社費

用は、親会社の本社管理部門に係る費用であります。

　　2 セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ 当第3四半期連結累計期間(自 平成28年4月1日 至 平成28年12月31日)

 1. 報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円）

 

報告セグメント
調整額
(注)1

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)2

物流事業 不動産事業
その他の
事業

計

営 業 収 益       

外部顧客に対する営業
収益

6,397,839 961,275 225,549 7,584,664 ― 7,584,664

セグメント間の内部営
業収益又は振替高

22,680 112,764 32,400 167,844 △167,844 ―

計 6,420,519 1,074,040 257,949 7,752,509 △167,844 7,584,664

セグメント利益 310,595 794,247 61,276 1,166,119 △380,271 785,847
 

(注)1 調整額は以下のとおりであります。

セグメント利益の調整額380,271千円は、各報告セグメントに配分されていない全社費用であります。全社費

用は、親会社の本社管理部門に係る費用であります。

　　2 セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 2. 報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築

物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更したため、事業セグメントの減価償却の方法を同様に変更しており

ます。

当該変更により、従来の方法に比べて、当第3四半期連結累計期間の「物流事業」のセグメント利益が32,311千円増

加し、「不動産事業」のセグメント利益が382千円増加しております。
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(1株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第3四半期連結累計期間
(自 平成27年 4月 1日
至 平成27年12月31日)

当第3四半期連結累計期間
(自 平成28年 4月 1日
至 平成28年12月31日)

(1)　1株当たり四半期純利益金額 37円27銭 28円92銭

　(算定上の基礎)   

　 親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 591,460 459,383

  普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

591,460 459,383

　 普通株式の期中平均株式数(株) 15,871,253 15,884,186

(2)　潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額 37.22 28.78

 (算定上の基礎)   

　 親会社株主に帰属する四半期純利益調整額(千円) ― ―

　 普通株式増加数(株) 21,169 79,767

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後1株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、
前連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第154期(平成28年4月1日から平成29年3月31日まで)中間配当について、平成28年10月28日開催の取締役会におい

て、平成28年9月30日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

① 配当金の総額                                47,667千円

② １株当たりの金額                               3円00銭

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日   平成28年12月2日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成29年2月14日

株式会社杉村倉庫

取締役会  御中

 

新日本有限責任監査法人
 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　谷　　上　　和　　範　㊞

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　　上　　田　　美　　穂　㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社杉村倉庫

の平成28年4月1日から平成29年3月31日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間(平成28年10月1日から平成28年12

月31日まで)及び第3四半期連結累計期間(平成28年4月1日から平成28年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社杉村倉庫及び連結子会社の平成28年12月31日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １. 上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２. XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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